
 
 

 

一 

 
 
 

政
治
資
金
監
視
委
員
会
等
の
設
置
そ
の
他
の
政
治
資
金
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
等
に
関
す
る
法
律 

目
次 

 

第
一
章 
総
則
（
第
一
条
） 

 

第
二
章 

政
治
資
金
監
視
委
員
会
等
の
設
置 

 
 

第
一
節 

政
治
資
金
監
視
委
員
会
の
設
置
（
第
二
条
―
第
十
条
） 

 
 

第
二
節 

政
治
資
金
の
透
明
性
の
確
保
に
係
る
両
議
院
の
議
院
運
営
委
員
会
の
合
同
協
議
会
の
設
置
（
第
十
一
条
・
第
十

二
条
） 

 

第
三
章 

そ
の
他
の
政
治
資
金
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
（
第
十
三
条
・
第
十
四
条
） 

 

第
四
章 

財
政
措
置
等
（
第
十
五
条
） 

 

附
則 

 
 
 

第
一
章 

総
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
最
近
に
お
け
る
政
治
資
金
を
め
ぐ
る
状
況
に
鑑
み
、
政
治
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
の
回
復
を
図
る
た



 

 
 

 

二 

め
、
政
治
資
金
監
視
委
員
会
等
の
設
置
そ
の
他
の
政
治
資
金
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の

と
す
る
。 

 
 
 

第
二
章 

政
治
資
金
監
視
委
員
会
等
の
設
置 

 
 
 

 

第
一
節 
政
治
資
金
監
視
委
員
会
の
設
置 

 

（
設
置
） 

第
二
条 

政
治
資
金
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
会
に
、
政
治
資
金
監
視
委
員
会

（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
も
の
と
す
る
。 

 

（
組
織
） 

第
三
条 

委
員
会
は
、
委
員
長
及
び
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
委
員
長
及
び
委
員
の
任
命
） 

第
四
条 

委
員
長
及
び
委
員
は
、
委
員
会
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
公
正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
広
い
経
験
と
知
識
を
有

す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
両
院
合
同
協
議
会
（
第
十
一
条
に
規
定
す
る
両
院
合
同
協
議
会
を
い
う
。
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
推
薦
に
基
づ
き
、
両
議
院
の
議
長
が
、
両
議
院
の
承
認
を
得
て
、
こ
れ
を
任
命
す
る
も
の
と
す
る
。 



 
 

 

三 

 
（
委
員
長
及
び
委
員
の
身
分
保
障
） 

第
五
条 

委
員
長
及
び
委
員
は
、
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
遂
行
が
で
き
な
い
こ
と
又
は
職
務
の
執
行
上
の
義
務
違
反
そ
の

他
委
員
長
若
し
く
は
委
員
た
る
に
適
し
な
い
非
行
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
両
議
院
の
議
決
が
あ
っ
た
と
き
を
除
い
て
は
、

罷
免
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

（
委
員
長
及
び
委
員
の
服
務
） 

第
六
条 

委
員
長
及
び
委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
そ
の
職
を
退
い

た
後
も
同
様
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

委
員
長
及
び
委
員
は
、
不
偏
不
党
か
つ
公
平
中
正
に
そ
の
職
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。 

３ 

委
員
長
及
び
委
員
は
、
在
任
中
、
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
役
員
と
な
り
、
又
は
積
極
的
に
政
治
活
動
を
し
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
。 

４ 

委
員
長
及
び
委
員
は
、
他
の
官
職
を
兼
ね
、
又
は
公
選
に
よ
る
公
職
の
候
補
者
と
な
り
、
若
し
く
は
公
選
に
よ
る
公
職
と

兼
ね
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

（
事
務
局
） 



 

 
 

 

四 

第
七
条 

委
員
会
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
委
員
会
に
事
務
局
を
置
く
も
の
と
す
る
。 

 

（
監
視
等
） 

第
八
条 
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一 

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
国
会
議
員
関
係
政
治

団
体
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。

次
条
第
二
項
に
お
い
て
単
に
「
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
」
と
い
う
。
）
の
収
支
報
告
書
（
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
報

告
書
を
い
う
。
次
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
記
載
の
正
確
性
に
関
す
る
監
視
を
行
う
こ
と
。 

 

二 

政
治
資
金
の
制
度
に
関
す
る
提
言
を
行
う
こ
と
。 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
た
め
必
要
な
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。 

 

（
説
明
又
は
資
料
提
出
の
要
求
等
） 

第
九
条 

委
員
会
は
、
前
条
に
規
定
す
る
事
務
の
遂
行
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
の
行
政
機
関
、
地
方
公
共

団
体
の
公
署
、
政
党
そ
の
他
の
者
に
対
し
て
、
説
明
又
は
資
料
の
提
出
の
要
求
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
。 



 
 

 

五 

２ 

委
員
会
は
、
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
う
ち
に
虚
偽
の
記
入
が
あ
り
又
は
記
載
す
べ
き
事
項
の
記
載
が

欠
け
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
収
支
報
告
書
を
提
出
し
た
者
に
対
し
て
、
当
該
収
支
報
告
書
の
訂
正
を
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

委
員
会
は
、
前
項
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

（
両
院
合
同
協
議
会
に
対
す
る
国
政
調
査
の
要
請
） 

第
十
条 

委
員
会
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
両
院
合
同
協
議
会
に
対
し
、
国
政
に
関
す
る
調
査
を
行
う
よ
う
、

要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

 

第
二
節 

政
治
資
金
の
透
明
性
の
確
保
に
係
る
両
議
院
の
議
院
運
営
委
員
会
の
合
同
協
議
会
の
設
置 

 

（
設
置
） 

第
十
一
条 

委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員
の
推
薦
並
び
に
そ
の
要
請
を
受
け
て
国
政
に
関
す
る
調
査
を
行
う
た
め
、
別
に
法
律

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
会
に
、
政
治
資
金
の
透
明
性
の
確
保
に
係
る
両
議
院
の
議
院
運
営
委
員
会
の
合
同
協
議
会
（
次

条
に
お
い
て
「
両
院
合
同
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
も
の
と
す
る
。 

 

（
国
政
調
査
） 



 

 
 

 

六 

第
十
二
条 

両
院
合
同
協
議
会
は
、
委
員
会
の
要
請
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
要
請
に

係
る
事
項
に
つ
い
て
、
国
政
に
関
す
る
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
百
四
条
の
規
定
は
、
前
項
の
国
政
に
関
す
る
調
査
を
行
う
場
合
に
お
け

る
両
院
合
同
協
議
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

第
三
章 

そ
の
他
の
政
治
資
金
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置 

 

（
照
会
及
び
相
談
並
び
に
情
報
の
提
供
等
の
た
め
の
体
制
の
整
備
） 

第
十
三
条 

国
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
収
支
報
告
書
の
記
載
方
法
等
に
つ
い
て
、
政
治
団
体
の
会
計
責
任

者
等
か
ら
の
照
会
及
び
相
談
に
応
じ
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
関
係
者
へ
の
周
知
） 

第
十
四
条 

国
は
、
第
二
条
に
規
定
す
る
法
律
、
第
十
一
条
に
規
定
す
る
法
律
及
び
前
条
に
規
定
す
る
法
律
の
円
滑
な
施
行
の

た
め
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
趣
旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
関
係
者
に
十
分
な
周
知
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

第
四
章 

財
政
措
置
等 

第
十
五
条 

第
二
条
に
規
定
す
る
法
律
の
施
行
に
必
要
と
な
る
人
員
に
つ
い
て
は
、
国
会
職
員
の
定
員
に
上
乗
せ
し
て
確
保
さ



 
 

 

七 

れ
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
法
律
の
施
行
に
必
要
と
な
る
経
費
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
格
別
の
財
政
措
置
が
講
ぜ
ら

れ
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

附 
則 

 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 





 
 

 

九 

 
 
 
 

 

理 

由 

 

最
近
に
お
け
る
政
治
資
金
を
め
ぐ
る
状
況
に
鑑
み
、
政
治
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
の
回
復
を
図
る
た
め
、
政
治
資
金
監
視
委

員
会
等
の
設
置
そ
の
他
の
政
治
資
金
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の

法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


